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研究の概要、新規性及び目標 

  ①研究の概要 

ポリフェニレンサルファイドについて，ナノ構造と物性発現機能との相関を明らかにする 

  ②研究の独自性・新規性 

膨潤したときのナノ構造は解析されておらず，膨潤特性とナノ構造の相関も不明である 

  ③研究の目標（フェーズ毎に数値目標等をあげ、具体的に） 

ナノ構造解析技術を確立し，物性（膨潤特性）を支配するナノ構造因子を抽出する 

研究の進め方及び進捗状況（目標と対比して） 

熱処理条件と分子構造の異なる試料を作成し，溶媒に浸漬して膨潤させる時間を変えて，広角X線

散乱と小角X線散乱を同時測定した． 

その結果，各条件におけるナノ構造を明らかにし，結晶化度と膨潤特性に相関があることを見出

すことができた． 

主な成果 

  具体的な成果内容： 

 

  特許件数：０       論文数：０     口頭発表件数：１ 

研究成果に関する評価 

１ 国内外における水準との対比 

ナノ構造の測定・解析技術は，国内外と同等の水準に達し，膨潤したポリフェニレンサルファ

イドの解析ではリードしていると考えられる 

 

２ 実用化に向けた波及効果 

結晶化度と膨潤特性の相関は，材料開発の指針として活用される． 

ナノ構造の解析技術は他の材料系に展開することができる． 

 

残された課題と対応方針について 

フィラーがナノ構造におよぼす影響が明らかにされていない． 

確立したナノ構造解析技術を利用して検討を推進する 
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